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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年10月24日(2019.10.24)

【公表番号】特表2018-535569(P2018-535569A)
【公表日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2018-512363(P2018-512363)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ  19/85     (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ  19/30     (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ  19/59     (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   19/85     　　　　
   Ｈ０４Ｎ   19/30     　　　　
   Ｈ０４Ｎ   19/59     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月10日(2019.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再構築された輝度及びクロマ・サンプルから、ＨＤＲピクチャを再構築する方法であっ
て、
　２つの色成分が輝度成分の幅及び／又は高さの半分の空間サイズを有する色空間におい
て、ＳＤＲピクチャを表す輝度及びクロミナンス・サンプルを復号化することであって、
前記ＳＤＲピクチャは、前記ＨＤＲピクチャの低ダイナミックレンジの表現である、こと
と、
　前記クロミナンス・サンプルの空間位置に従って、前記クロミナンス・サンプルについ
て、共に配置される輝度サンプル値を決定することと、
　共に配置されるクロミナンス・サンプルから前記クロミナンス・サンプルを補正するこ
とによって、前記再構築されたクロマ・サンプルを得ることと、
　前記輝度サンプルから前記再構築された輝度サンプルを得ることと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　輝度サンプルから、再構築された輝度サンプルを得ることが、
　前記輝度サンプルの前記空間位置に従って、前記輝度サンプルに関連する、共に配置さ
れるクロミナンス・サンプル値を決定することを含み、
　前記再構築された輝度サンプルは、前記輝度サンプル及び前記共に配置されるクロミナ
ンス・サンプル値の重み付けされた線形結合である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記色空間は、標準の伝達関数を適用するときに得られる、非線形輝度を含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記標準の伝達関数は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０８４の逆電気／光伝達関数を含む、請求
項３に記載の方法。
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【請求項５】
　共に配置される輝度サンプル値を決定することは、前記空間位置に配置された前記クロ
ミナンス・サンプルの平均値を計算することを含む、請求項１乃至４のうちの何れか一項
に記載の方法。
【請求項６】
　再構築された輝度及びクロマ・サンプルから、ＨＤＲピクチャを再構築する装置であっ
て、
　２つの色成分が輝度成分の幅及び／又は高さの半分の空間サイズを有する色空間におい
て、ＳＤＲピクチャを表す輝度及びクロミナンス・サンプルを復号化することであって、
前記ＳＤＲピクチャは、前記ＨＤＲピクチャの低ダイナミックレンジの表現である、こと
と、
　前記クロミナンス・サンプルの空間位置に従って、前記クロミナンス・サンプルについ
て、共に配置される輝度サンプル値を決定することと、
　共に配置されるクロミナンス・サンプルから前記クロミナンス・サンプルを補正するこ
とによって、前記再構築されたクロマ・サンプルを得ることと、
　前記輝度サンプルから前記再構築された輝度サンプルを得ることと、
　を行うプロセッサを備える、装置。
【請求項７】
　輝度サンプルから、再構築された輝度サンプルを得ることが、
　前記輝度サンプルの前記空間位置に従って、前記輝度サンプルに関連する、共に配置さ
れるクロミナンス・サンプル値を決定することを含み、
　前記再構築された輝度サンプルは、前記輝度サンプル及び前記共に配置されるクロミナ
ンス・サンプル値の重み付けされた線形結合である、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記色空間は、標準の伝達関数を適用するときに得られる、非線形輝度を含む、請求項
６に記載の装置。
【請求項９】
　前記標準の伝達関数は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０８４の逆電気／光伝達関数を含む、請求
項８に記載の装置。
【請求項１０】
　共に配置される輝度サンプル値を決定することは、前記空間位置に配置された前記クロ
ミナンス・サンプルの平均値を計算することを含む、請求項６乃至９のうちの何れか一項
に記載の装置。
【請求項１１】
　プログラムがコンピュータによって実行されると、請求項１乃至５のうち何れか一項に
記載の方法を前記コンピュータに実行させる命令を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　コンピュータによって実行されると、請求項１乃至５のうち何れか一項に記載の方法を
前記コンピュータに実行させる命令を備える、コンピュータ読取り可能な媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　いくつかの実装形態を説明してきた。それにもかかわらず、様々な修正を加えてもよい
ことが理解されよう。たとえば、他の実装形態を生成するために、様々な実装形態の要素
を組み合わせ、追加し、修正し、または取り除いてもよい。さらに、他の構造およびプロ
セスを、開示されたものと置き換えてもよく、その結果得られる実装形態が、少なくとも
実質的に同じ方式で、少なくとも実質的に同じ機能を実行して、開示された実装形態と少
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なくとも実質的に同じ結果を実現することが、当業者には理解されよう。したがって、上
記その他の実装形態が、本出願によって企図される。
　上述の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のように記載され得るが、以下には限定
されない。
（付記１）
　コーダまたはデコーダにおいて色サンプルを処理するのに使用される輝度値を決定する
方法であって、
　共通の空間内のクロマ・サンプルの位置に関連する輝度サンプルを決定すること（３３
、３４）と、
　決定された輝度サンプルを、クロマ・サンプルに適用されている輝度に依存するプロセ
スにおいて適用すること（３４、４９２）と、
　を含む、方法。
（付記２）
　共通の空間は、標準の伝達関数を適用するときに得られる非線形輝度空間を含む、付記
１に記載の方法。
（付記３）
　標準の伝達関数は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０８４の逆電気／光伝達関数（ＥＯＴＦ）を含
む、付記２に記載の方法。
（付記４）
　輝度サンプルを決定することは、クロマ・サンプルの近くに配置された非線形画素値の
平均値を計算することを含む、付記１に記載の方法。
（付記５）
　コーダまたはデコーダにおいて色サンプルを処理するのに使用される輝度値を決定する
機器であって、
　共通の空間内のクロマ・サンプルの位置に関連する輝度サンプルを決定し（３３、３４
）、
　決定された輝度サンプルを、クロマ・サンプルに適用されている輝度に依存するプロセ
スにおいて適用する（３４、４９２）手段を含む、機器。
（付記６）
　共通の空間は、標準の伝達関数を適用するときに得られる非線形輝度空間を含む、付記
５に記載の機器。
（付記７）
　標準の伝達関数は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０８４の逆電気／光伝達関数（ＥＯＴＦ）を含
む、付記６に記載の機器。
（付記８）
　輝度サンプルを決定することは、クロマ・サンプルの近くに配置された非線形画素値の
平均値を計算することを含む、付記５に記載の機器。
（付記９）
　色サンプルを処理するのに使用される輝度値を決定する、付記５乃至８のうち何れか一
項に記載の機器を含む、色サンプルを符号化または復号する、装置。
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